
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　一対の側板 (5)(5)を背板 (6)により連結した付加機能ユニット (3)をデスクの天板 (2)に
着脱自在に搭載

付加機能ユニット (3)から分離独立した構成として前記天板 (2)の後端
に着脱自在に取付け であって、
　前記電気コンセント装置 (4)は、デスクの天板 (2)に着脱自在に固着される固定部材 (12)
と、前記固定部材 (12)に取付自在なコンセントボックス (13)とから成り、
　前記固定部材 (12)は、天板 (2)を締着する上片 (15a)と下片 (15b)を備えたクランプ部 (15
)と、前記上片 (15a)から連設部 (17)を介して延びることによりコンセントボックス (13)を
取付支持するブラケット部 (16)を構成し、
　 、前記連設部 (17)

、該ブラケット部 (16)に取付支持されたコンセントボック
ス (13)の下面と天板 (2)の上面との間にマット挿入用空間 (S)を形成し、
　前記電気コンセント装置 (4)を天板 (2)に取付けた状態で、該天板 (2)に敷設されるデス
クマット (M)の縁部 前記マット挿入用空間 (S)に挿入 ように構成して成ることを特
徴とする家具等における電気コンセント装置。
【請求項２】
　前記コンセントボックス (13)は、前記ブラケット部 (16)を挿脱自在に挿入する背面開口
部 (28)を備えると共に、
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した家具等において、前記付加機能ユニット (3)の背板 (6)に形成された切
欠 (11)に位置して該

られる電気コンセント装置 (4)

前記ブラケット部 (16)は の折曲を介して該ブラケット部 (16)の下面を
上方に偏位せしめることにより

が される

該コンセントボックス (13)の底壁 (32)に切欠窓 (33)を備え、前記



ことを特徴とする請求項１に記載の家具等における電気コンセント
装置。
【請求項３】
　前記コンセントボックス (13)と、該コンセントボックス (13)に挿脱自在に挿入されるブ
ラケット部 (16)との間に、該挿入方向に関してコンセントボックス (13)の取付固定位置を
変更可能とする位置調節手段 (14)を設けており、
　前記位置調節手段 (14)は、ブラケット部 (16)とコンセントボックス (13)の何れか一方に
設けられたボルト (35)と、該ボルトに螺合されると共にブラケット部 (16)とコンセントボ
ックス (13)の何れか他方に設けられたナット (34)により、無段階進退手段を構成して成る
ことを特徴とする請求項２に記載の家具等における電気コンセント装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、家具等における電気コンセント装置に関し、特に、家具等の平面板に取付けた
状態でコンセントの位置を調節自在としたものに関する。
【０００２】
【従来の技術】
従来、例えば、学習デスクやＯＡデスク等においては、デスクの天板上に書棚等を構成す
る付加機能ユニットを着脱自在に載置し、該付加機能ユニットに電気コンセント装置を取
付けている。
【０００３】
前記電気コンセント装置は、付加機能ユニットに装備された照明器具に電力を供給するた
めの照明コンセントや、デスク上で任意に使用する鉛筆削り機やパソコン等の電気機器に
電力を供給するための任意コンセントを備えており、これらのコンセントに接続された電
源コードを有する。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
従来の電気コンセント装置は、前述の付加機能ユニットに固着一体化されているため、使
用者が付加機能ユニットを不要としてデスクから取外すと、デスク上にはコンセントが存
在しなくなる。このため、電源が必要なときは、別途市販のコンセント付きの電源コード
を使用しなければならないが、この際、コンセントをデスクに定置できないため使用勝手
が悪い。
【０００５】
この点に関して、本発明者らは、電気コンセント装置を付加機能ユニットから分離独立せ
しめ、該電気コンセント装置をデスクの天板に着脱自在に取付可能に構成すれば、付加機
能ユニットをデスクから取外したときでも、デスクに定置したコンセントを任意に使用で
きるため、便利であることを知見した。
【０００６】
ところが、このような独立の電気コンセント装置をデスクの天板に取付けるに際しては、
一般的に、天板の後端に取付ける構成となるため、椅子に着座した使用者からコンセント
までの距離が遠く、使い勝手が悪いものとなる。
【０００７】
更に、電気コンセント装置を天板の後端に取付けた状態でデスク上に付加機能ユニットを
載置すると、該ユニットにより電気コンセント装置が被われてしまう虞れがあり、コンセ
ントの使用勝手が更に悪くなる。
【０００８】
【課題を解決するための手段】
　本発明は上記問題を解決した家具等における電気コンセント装置を提供するものであり
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背面開口部 (28)と切欠窓 (33)を連通せしめており、ブラケット部 (16)を背面開口部 (28)か
らコンセントボックス (13)の内部に挿入したとき、前記連設部 (17)が切欠窓 (33)に進入す
るように構成して成る



、その手段として構成したところは、一対の側板 (5)(5)を背板 (6)により連結した付加機
能ユニット (3)をデスクの天板 (2)に着脱自在に搭載

付加機能ユニット (3)から分離独
立した構成として前記天板 (2)の後端に着脱自在に取付け で
あって、
前記電気コンセント装置 (4)は、デスクの天板 (2)に着脱自在に固着される固定部材 (12)と
、前記固定部材 (12)に取付自在なコンセントボックス (13)とから成り、
前記固定部材 (12)は、天板 (2)を締着する上片 (15a)と下片 (15b)を備えたクランプ部 (15)
と、前記上片 (15a)から連設部 (17)を介して延びることによりコンセントボックス (13)を
取付支持するブラケット部 (16)を構成し、

、前記連設部 (17)
、該ブラケット部 (16)に取付支持されたコンセントボックス

(13)の下面と天板 (2)の上面との間にマット挿入用空間 (S)を形成し、前記電気コンセント
装置 (4)を天板 (2)に取付けた状態で、該天板 (2)に敷設されるデスクマット (M)の縁部 前
記マット挿入用空間 (S)に挿入 ように構成して成る点にある。
【０００９】
前記コンセントボックス (13)は、前記ブラケット部 (16)を挿脱自在に挿入する背面開口部
(28)を備えると共に、

【００１０】

【００１２】
【発明の実施の形態】
以下図面に基づいて本発明の１実施形態を詳述する。
【００１３】
図１（Ａ）は、デスク１の天板２に付加機能ユニット３を着脱自在に搭載した構成におい
て、電気コンセント装置４を付加機能ユニット３から分離独立した構成とし、天板２の後
端に着脱自在に取付けた状態を示している。従って、使用者が付加機能ユニット３を不要
としてデスク１から取外した場合でも、電気コンセント装置４はデスク１に取付けられた
状態で残存し、常に使用できる。
【００１４】
付加機能ユニット３は、一対の側板５、５を背板６により連結すると共に、側板５、５間
に、蛍光灯等の照明器具７を内装した棚板８や、ボックス棚９や小棚１０等の物品保管手
段を設けており、天板２に搭載した状態で図示省略した取付金具により着脱自在に固定さ
れる。この際、天板２に取付けられた電気コンセント装置４と干渉しないように、背板６
には切欠１１が形成されている。
【００１５】
ところで、

。
【００１６】
図１（Ｂ）及び図２に示すように、電気コンセント装置４は、前記平面板２に着脱自在に
固着される固定部材１２と、該固定部材１２に取付自在なコンセントボックス１３とから
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した家具等において、前記付加機能ユ
ニット (3)の背板 (6)に形成された切欠 (11)に位置して該

られる電気コンセント装置 (4)

前記ブラケット部 (16)は の折曲を介して該ブラケット部 (16)の下面を上
方に偏位せしめることにより

が
される

該コンセントボックス (13)の底壁 (32)に切欠窓 (33)を備え、前記背
面開口部 (28)と切欠窓 (33)を連通せしめており、ブラケット部 (16)を背面開口部 (28)から
コンセントボックス (13)の内部に挿入したとき、前記連設部 (17)が切欠窓 (33)に進入する
ように構成している。

前記コンセントボックス (13)と、該コンセントボックス (13)に挿脱自在に挿入されるブラ
ケット部 (16)との間には、該挿入方向に関してコンセントボックス (13)の取付固定位置を
変更可能とする位置調節手段 (14)が設けられ、記位置調節手段 (14)は、ブラケット部 (16)
とコンセントボックス (13)の何れか一方に設けられたボルト (35)と、該ボルトに螺合され
ると共にブラケット部 (16)とコンセントボックス (13)の何れか他方に設けられたナット (3
4)により、無段階進退手段を構成している。

デスク１の天板２には種々の形態のものが存在するが、本発明の天板２は、図
３に示すように、後述のクランプ部１５を締着可能とする縁部を有するものであるから、
以下に説明する実施形態では、このような天板を「平面板２」という



成り、前記固定部材１２とコンセントボックス１３の相互間に、前記平面板２の前後方向
に関してコンセントボックス１３の取付固定位置を変更可能とする位置調節手段１４を設
けている。
【００１７】
固定部材１２は、金属板を折曲成形することにより、平面板２に締着される断面ほぼコ字
形のクランプ部１５と、前記コンセントボックス１３を取付支持するブラケット部１６と
を一体に備え、クランプ部１５とブラケット部１６の間に形成された連設部１７をクラン
プ部１５から上向きに傾斜するよう折曲することにより、ブラケット部１６をクランプ部
１５よりも上方に偏位せしめている。
【００１８】
クランプ部１５は、上片１５ａの下面に固着されたゴム板等の弾性板から成る摩擦板１８
を有し、下片１５ｂのネジ穴にクランプボルト１９、１９を螺入しており、図３に示すよ
うに、上下片１５ａ、１５ｂの間に平面板２を挿入した後、摘み１９ａを介してクランプ
ボルト１９、１９を螺進することにより該平面板２に締着せしめられる。この際、摩擦板
１８が平面板２の表面に圧着されて滑り止めを構成し、この状態で、該摩擦板１８の肉厚
と、連設部１７の傾斜折曲との協働により、ブラケット部１６が、摩擦板１８を含むクラ
ンプ部１５における平面板２の表面に対する接支面１５ｃよりも上方に偏位せしめられ、
ブラケット部１６の下面と平面板２の上面との間にマット挿入用空間Ｓを形成する。従っ
て、図１（Ａ）に示したようなデスク１に電気コンセント装置４を取付けた実施形態とす
る場合でも、平面板（天板）２に敷設すべきデスクマットＭの縁部を前記空間Ｓの内部に
挿入することができるので、納まりが良い。図例の場合、マット挿入用空間Ｓは、摩擦板
１８の肉厚と連設部１７の傾斜の双方により形成されるが、摩擦板１８と連設部１７の何
れか一方のみによりブラケット部１６の下面を接支面１５ｃよりも上方に偏位せしめ、こ
れによりマット挿入用空間Ｓを形成するように構成しても良い。尚、固定部材１２を平面
板２から取外す場合は、クランプボルト１９、１９を緩めれば良い。
【００１９】
前記コンセントボックス１３は、ユニットハウジング２０と、移動側部材２１とから成る
。図例の場合、ユニットハウジング２０は、下部を開口する倒皿状に形成され、移動側部
材２１がボルト等を介して前記ハウジング２０の開口を開閉自在に閉鎖する蓋部材を兼用
しているが、このような構成に限らず、要するに移動側部材２１はユニットハウジング２
０に固定され、コンセントボックス１３の一部を構成するものであれば良い。
【００２０】
ユニットハウジング２０は、電気コンセント装置４として機能上必要な電気系統を全て組
み込んでおり、例えば、該ハウジング２０の正面には、図１（Ｂ）に示すように、組み込
んだ複数の任意使用可能なコンセント２２ａ、２２ｂ、２２ｃと、抜出し自在なフューズ
手段２３と、照明スイッチ２４が臨むように配置しており、一方、該ハウジング２０の背
面には、図２に示すように、前記照明スイッチ２４によりＯＮ／ＯＦＦされる照明用コン
セント２５を配置すると共に、電源コード２６を導出せしめている。
【００２１】
そこで、固定部材１２のブラケット部１６と、コンセントボックス１３の移動側部材２１
との相互間には、平面板２の前後方向に関して、ブラケット部１６に対し移動側部材２１
の取付固定位置を変更可能とする位置調節手段１４が設けられ、更に、該位置調節手段１
４により移動側部材２１をブラケット部１６に対して移動可能とするスライド機構２７が
構成されている。
【００２２】
前記スライド機構２７を構成するために、図５及び図７に示すように、ブラケット部１６
の両側には、幅広状に延設された翼部１６ａ、１６ａが形成され、移動側部材２１には、
前記ブラケット部１６を挿脱自在に挿入せしめる背面開口部２８と、挿入されたブラケッ
ト部１６の翼部１６ａ、１６ａの側縁を摺動自在に案内する一対のガイドリブ２９、２９
と、挿入されたブラケット部１６を一対のガイドリブ２９、２９の間において上方から摺
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動自在に案内する案内壁３０を設けている。尚、案内壁３０の中央部には、後述する位置
調節手段１４のボルト・ナットを収納できるように、該ボルトの軸方向に向けて案内壁３
０を下側から上側に向けて断面ほぼコ字形に凹陥せしめることにより溝部３１を形成して
いる。また、移動側部材２１の底壁３２は、ブラケット部１６に連なる連設部１７及び上
片１５ａを案内するための切欠窓３３を開設しており、該切欠窓３３は背面開口部２８に
連通せしめられている。

【００２３】
前記位置調節手段１４は、固定部材１２のブラケット部１６に回動不能且つ軸方向移動不
能に設けられたナット３４と、該ナット３４に螺合された状態で移動側部材２１に回動自
在且つ軸方向移動不能に設けられるボルト３５とから構成されている。
【００２４】
図７に示すように、固定部材１２は、ブラケット部１６のほぼ中央におけるナット３４の
取付部からブラケット部１６の前縁に形成された切欠部３６に至って凹曲された小溝部３
７と、該小溝部３７からブラケット部１６及び連設部１７に亘り開設された窓孔３８に至
って凹曲された大溝部３９を備え、該大溝部３９の底部を打抜くと共に起立せしめた一対
の爪片４０、４０の間にナット３４を挟持固着している。
【００２５】
ボルト３５は、ドライバー等の回転工具を係合可能とする溝等から成る回転駆動部４１を
備えた頭部４２からネジ付きのシャンク４３を延設しており、シャンク４３の尾端に抜止
リングを嵌着するか又は該尾端部のネジ山を圧潰することにより形成した抜止部４４を設
け、頭部４２から所定間隔をあけてシャンク４３の首部に形成した周溝に嵌着したＣ形リ
ング等から成る位置決め手段４６を設けている。これに対応して、移動側部材２１は、前
記溝部３１の延長線上に位置する正面部にボス部４７を設け、該ボス部４７の内側に前記
ボルト３５の頭部４２を回転自在に嵌入する頭部収容部４８と、該頭部収容部４８よりも
幅狭で前記ボルト３５の首部４５を回転自在に嵌入する首部収容部４９を形成している。
【００２６】
以上の構成から成る電気コンセント装置４を使用するに際しては、移動側部材２１をボル
ト等で固着しユニットハウジング２０の下部開口を施蓋せしめることによりコンセントボ
ックス１３を構成した後に、位置調節手段１４を介して固定部材１２のブラケット部１６
をコンセントボックス１の移動側部材２１に連結する。即ち、先ず、ボルト３５の抜止リ
ング４４を取外した状態で、ネジ付きシャンク４３を固定部材１２の小溝部３７に沿わし
めてナット３４に螺挿し、その後、シャンク４３の尾端に前記抜止部４４を設け、図６に
示すように、ボルト３５を固定部材１２にセットする。
【００２７】
次いで、固定部材１２のブラケット部１６をボルト３５と共に移動側部材２１の背面開口
部 から内部に挿入する。この際、ブラケット部１６の翼部１６ａ、１６ａがガイドリ
ブ２９、２９に案内され 移動側部材２１の底壁３２に沿って進入する。尚、連設部
１７は、切欠窓３３に 。また、ボルト３５及びナット３４は、案内壁３０の溝部
３１を介して移動側部材２１の内部に進入する。
【００２８】
移動側部材２１は、合成樹脂により一体成形されており、案内壁３０が背面開口部２８の
開口縁をヒンジとして上下方向に揺動自在に構成されているため、ブラケット部１６をガ
イドリブ２９、２９の間に挿入した後、ブラケット部１６の前縁を僅かに持ち上げること
が可能である。従って、ブラケット部１６の前縁を持ち上げた状態で更に押し込み下降さ
せれば、ボルト３５の頭部４２が頭部収容部４８に嵌入されると共に、首部４５が首部収
容部４９に嵌入され、移動側部材２１とブラケット部１６の連結が完了する。
【００２９】
この連結状態で、ボルト頭部４２の回転駆動部４１がボス部４７のボス孔４７ａに臨まし
められる。また、該頭部４２と、Ｃ形リングから成る位置決め手段４６とが、首部収容部
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即ち、ブラケット部１６を背面開口部２８からコンセントボック
ス１３の内部に挿入したとき、連設部１７が切欠窓３３に進入する（図３参照）。

２８
ながら

進入する



４９を挟む位置関係にあり、これにより、ボルト３５は、移動側部材２１に対して回転自
在であるが軸方向移動不能にセットされている。
【００３０】
固定部材１２は、上述した通り、クランプ部１５を家具等の平面板２の側縁に着脱自在に
締着することが可能であるから、電気コンセント装置４は、平面板２の側縁の任意の個所
に取付けられる。
【００３１】
図１（Ａ）に例示したデスク１の場合、平面板（天板）２の後端に取付けた電気コンセン
ト装置４は、該デスクに搭載した付加機能ユニット３の小棚１０等の内部空間に位置して
おり、使い勝手が良くない。また、付加機能ユニット３を取外した状態においても、平面
板（天板）２の奥行き寸法が大きいと、椅子に着座した使用者からコンセントまでの距離
が遠く、手が届き難いため、使い勝手が良くない。そこで、このような場合、本発明の構
成によれば、位置調節手段１４によりコンセントボックス１３の取付固定位置を平面板２
の前方に移動せしめることができる。
【００３２】
また、電気コンセント装置４を固定部材１２を介してデスク以外の家具や、種々の機械設
備等の平面板２に取付固定した場合、種々の原因により、固定部材１２の固定位置に対し
てコンセントボックス１３の位置を変更調節する必要を生じる場合がある。このような場
合も、本発明の構成によれば、コンセントボックス１３の取付固定位置を平面板２の前後
に進退移動せしめることができる。
【００３３】
即ち、使用者は、必要に応じてコンセントボックス１３の正面側からボス孔４７ａに臨む
ボルト３５の回転駆動部４１をドライバー等の回転工具により回転せしめれば、ボルト３
５の回転により、コンセントボックス１３は平面板２の前後方向に進退移動する。例えば
、ボルト３５が右ネジを有する場合、回転駆動部４１を左回転させると、図４に示すよう
に、ボルト３５がナット３４から抜出される方向に螺進し、該ボルト３５に同行してコン
セントボックス１３を平面板２の前方（使用者の手前側）に向けてスライド移動する。こ
のスライド移動に際し、ブラケット部１６の翼部１６ａ、１６ａの上下においては移動側
部材２１の案内壁３０及び底壁３２がガイド手段を構成し、翼部１６ａ、１６ａの両側に
おいては移動側部材２１のガイドリブ２９、２９がガイド手段を構成することにより、直
進方向の移動を案内し、ボルト３５の抜止部４４がナット３４に当接するまでの長いスト
ロークの移動調節範囲を可能にする。反対に、回転駆動部４１を逆転させると、図３に示
すように、ボルト３５がナット３４に進入する方向に螺進し、コンセントボックス１３を
前記とは逆方向にスライド移動する。尚、図示実施形態において、回転駆動部４１は、回
転工具により回転せしめられる構成としているが、指先等で直接に回転できるように構成
しても良い。
【００３４】
このように、上記実施形態によれば、位置調節手段１４は、ボルト３５及びナット３４に
より無段階進退手段を構成するため、移動ストロークの範囲内でコンセントボックス１３
を任意の位置に微調節できるが、本発明がこのような構成に限定されないことは勿論であ
り、例えば、コンセントボックス１３と固定部材１２の間に設けた着脱自在な嵌着手段や
、着脱自在なビス止め手段等から成る選択自在な複数の連結固定手段により位置調節手段
１４を構成し、複数個所の連結固定手段を選択することにより、コンセントボックス１３
と固定部材１２の取付固定位置を相対的に変更可能となるように構成しても良い。
【００３５】
【発明の効果】
　本発明によれば、
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一対の側板５、５を背板６により連結した付加機能ユニット３をデス
クの天板２に着脱自在に搭載し、電気コンセント装置４を付加機能ユニット３から分離独
立した構成として前記天板２の後端に着脱自在に取付けた家具であって、前記付加機能ユ
ニット３は、天板２に取付けられた電気コンセント装置４と干渉しないように背板６に切



、付加機能ユニット３の要・不要に関わりなく、常に、
２に電気コンセント装置４を装備せしめることが可能 、従来のような付加機能

ユニット自体にコンセントを一体化した技術に比して、用途を拡大することができ、極め
て便利である。

。
【００３６】
特に、請求項１に記載の本発明によれば、デスクの天板２に着脱自在に固着される固定部
材１２と、該固定部材１２に取付自在なコンセントボックス１３を構成したものにおいて
、前記固定部材１２は、天板２を締着する上片１５ａと下片１５ｂを備えたクランプ部１
５と、前記上片１５ａから連設部１７を介して延びることによりコンセントボックス１３
を取付支持するブラケット部１６を構成し、前記連設部１７を上片１５ａから折曲するこ
とにより天板２の表面に接支される上片１ａの接支面１５ｃよりもブラケット部１６の下
面を上方に偏位せしめ、該ブラケット部１６に取付支持されたコンセントボックス１３の
下面と天板２の上面との間に

天板２に敷設されるデスクマットＭの縁部を
、電気コンセント装置４の固定部材１２をデ

スク１に取付 、デスク１の天板２にデスクマットＭを敷設するに際し、
電気コンセント装置４がデスクマットＭに干渉 はなく、該マットＭ を前記
空間Ｓに好適に挿入すること 納まり良く敷設できるという効果がある。
【００３７】
また、請求項２に記載の本発明によれば、前述のようにマット挿入空間Ｓを形成する構成
でありながら、コンセントボックス１３がブラケット部１６を挿脱自在に挿入する背面開
口部２８を備えると共に、背面開口部２８に連通することにより連設部１７及び上片１５
ａを 切欠窓３３を開設しているので、図３に示す取付状態において、連設部
１７及び上片１５ａは、切欠窓３３を介してコンセントボックス１３の下側に位置され、
コンセントボックス１３の下側に隠されるので、外観美が保持される。
【００３８】

　

【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の１実施形態を示しており、（Ａ）は電気コンセント装置をデスクに取付
けた状態を示す斜視図、（Ｂ）は電気コンセント装置の正面図である。
【図２】本発明の実施形態に係る電気コンセント装置を背部から示す斜視図である。
【図３】図１（Ｂ）のＡ－Ａ線断面に対応し、本発明の実施形態に係る電気コンセント装
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欠１１を形成した構成であるから
天板 であり

即ち、電気コンセント装置４をデスクの天板２に取付けた状態で、切欠１
１を介して付加機能ユニット３を天板２に着脱自在に搭載することが可能であり、しかも
、その状態で電気コンセント装置４を好適に使用できる。その一方で、付加機能ユニット
３を不要として取外した場合でも、電気コンセント装置４はデスクの天板２に取付けられ
た状態で残存するので、好適に使用できる

マット挿入用空間Ｓを形成し、電気コンセント装置４を天板
２に取付けた状態で、該 前記マット挿入用空
間Ｓに挿入せしめるように構成しているので

けた状態において
すること の縁部

ができ、

進入せしめる

更に、請求項３に記載の本発明によれば、コンセントボックス１３と、該コンセントボッ
クス１３に挿脱自在に挿入されるブラケット部１６との間に、該挿入方向に関してコンセ
ントボックス１３の取付固定位置を変更可能とする位置調節手段１４を設けた構成である
から、例えば、コンセントボックス１３がデスク１の付加機能ユニット３に干渉して使い
勝手が良くない場合や、或いは、使用者の手が届き難い遠い個所に位置する場合等におい
て、固定部材１２の固着位置をそのままとした状態で、コンセントボックス１３を位置調
節手段１４により前後方向に移動することにより、使い勝手の良い位置に変更調節できる
。そして、位置調節手段１４は、ボルト３５及びナット３４から成る無段階進退手段を構
成するので、コンセントボックス１３の移動位置を微調整することが可能であり、使用者
が任意の位置に調節できるという便利がある。

ところで、コンセントボックス１３をブラケット部１６の挿入方向に前後移動するに際
し、固定部材１２の連設部１７を切欠窓３３により案内する構成であるから、図３に示す
ような背面開口部２８が上片１５ａに臨んで位置する後退位置と、図４に示すような背面
開口部２８がブラケット部１６に臨んで位置する前進位置との間をコンセントボックス１
３の移動範囲として、コンセントボックス１３の前後移動位置を調節できる。



置をデスクに取付けた状態の中央縦断面図である。
【図４】本発明の実施形態に係る電気コンセント装置における位置調節手段の作用を示す
中央縦断面図である。
【図５】図３のＢ－Ｂ線断面に対応する電気コンセント装置の縦断面図である。
【図６】本発明の実施形態に係る電気コンセント装置における固定部材を背部から示す斜
視図である。
【図７】本発明の実施形態に係る電気コンセント装置に関し、コンセントボックスを構成
する移動側部材と、固定部材を破断して示す分解斜視図である。
【符号の説明】
１　　デスク
２　　平面板（天板）
３　　付加機能ユニット
４　　電気コンセント装置
１２　　固定部材
１３　　コンセントボックス
１４　　位置調節手段
１５　　クランプ部
１５ｃ　接支面
１６　　ブラケット部
１６ａ　翼部
１７　　連設部
１８　　摩擦板
１９　　クランプボルト
２０　　ユニットハウジング
２１　　移動側部材
２７　　スライド機構
２８　　背面開口部
２９　　ガイドリブ
３０　　案内壁
３３　　切欠窓
３４　　ナット
３５　　ボルト
４１　　回転駆動部
４２　　頭部
４３　　シャンク
４４　　抜止部
４５　　首部
４６　　位置決め手段
４７　　ボス部
４７ａ　ボス孔
４８　　頭部収容部
４９　　首部収容部
Ｓ　　マット挿入用空間
Ｍ　　デスクマット
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

(9) JP 3783119 B2 2006.6.7



【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

(10) JP 3783119 B2 2006.6.7



フロントページの続き

(56)参考文献  特開平０８－１４８２３１（ＪＰ，Ａ）
              特開平０６－１５４０５６（ＪＰ，Ａ）
              特開昭６２－０７７１９３（ＪＰ，Ａ）
              実開平０３－０９６７３３（ＪＰ，Ｕ）
              実開昭６１－０２８２７７（ＪＰ，Ｕ）
              登録実用新案第３０２３４１０（ＪＰ，Ｕ）

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              H01R 13/73
              H02G  3/02

(11) JP 3783119 B2 2006.6.7


	bibliographic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

